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社
団
法
人
日
本
銅
セ
ン

タ
ー
で
は
３
月
即
日
に
京

都
私
学
会
館
で
社
寺
銅
板

葺
き
屋
根
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
た
。
こ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
「
銅
板
葺
き

屋
根
ｌ
社
寺
を
中
心
に
」

と
い
う
社
寺
銅
板
葺
き
屋

根
専
門
書
の
出
版
記
念
で

文
化
財
研
究
や
文
化
財
修

理
の
第
一
人
者
と
言
わ
れ

る
先
生
方
が
誰
演
さ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
全
国
で

も
仙
台
、
東
京
、
京
都
の
３
ヵ

所
で
し
か
開
催
さ
れ
な
い
。

技
術
研
究
委
員
会
で
は

７
名
が
京
都
会
場
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
県
板
の
補
助

を
受
け
て
参
加
し
た
。

最
初
に
前
・
奈
良
国
立

文
化
財
研
究
所
長
の
鈴
木

嘉
吉
先
生
が
「
社
寺
建
築

の
屋
根
の
寿
命
」
と
題
し

て
基
調
講
演
を
さ
れ
た
。

社
寺
建
築
の
寿
命
で
は

木
造
建
築
で
世
界
最
古
と

言
わ
れ
る
奈
良
の
法
隆
寺

が
約
千
年
、
桂
離
宮
が
お
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が
建
造
は
明
応
三
年
（
西

暦
一
四
九
四
年
）
と
記
録

が
あ
る
。
本
瓦
葺
き
の
屋

根
で
は
四
六
五
年
と
も
っ

と
も
長
く
持
っ
た
屋
根
と

思
わ
れ
る
。
長
く
持
っ
た

要
因
は
瓦
と
下
地
や
瓦
と

瓦
の
間
に
す
き
間
が
あ
っ

た
事
、
下
地
の
野
地
板
も

二
枚
重
ね
で
す
き
間
だ
ら

け
で
あ
っ
た
こ
と
が
空
気

の
流
通
が
良
く
四
○
○
年

以
上
も
持
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
文
化
財
を
調
査
す
る

と
古
い
建
物
は
八
○
年
～

百
年
ご
と
に
修
理
を
し
て

い
る
よ
う
で
、
三
○
○
年
ぐ

ら
い
で
大
修
理
を
し
て
い
る
。

本
瓦
葺
き
建
物
は
だ
い

た
い
百
年
位
で
部
分
修
理

を
し
て
三
百
年
ぐ
ら
い
で

屋
根
も
全
部
葺
き
替
え
る

大
修
理
を
し
て
い
る
よ
う
だ
。

木
材
は
削
っ
て
み
て
木

の
香
り
が
す
れ
ば
ま
だ
十

分
持
つ
と
言
わ
れ
る
法
隆

寺
は
柱
を
削
る
と
ま
だ
桧

の
に
お
い
が
す
る
、
ま
だ

伸縮用継ぎ手

よ
そ
四
百
年
を
経
て
い
る

短
い
建
物
で
は
伊
勢
神
宮

の
二
十
年
が
も
っ
と
も
短

い
そ
れ
は
、
ほ
っ
立
て
柱

と
言
っ
て
土
に
穴
を
掘
っ

て
埋
め
込
み
の
柱
と
し
て

建
て
、
屋
根
は
植
物
の
材

料
で
葺
い
た
建
物
で
あ
る

茅
葺
き
は
本
来
建
物
内
部

で
い
ろ
り
を
た
き
、
煙
で

殺
菌
作
用
を
し
た
り
乾
燥

し
た
り
ヤ
ー
ー
を
出
し
て
い

た
た
め
三
十
年
か
ら
四
十

年
は
持
っ
て
い
た
が
最
近

い
ろ
り

は
囲
炉
裏
な
ど
が
な
く
な

り
早
く
痛
む
よ
う
に
な
り

伊
勢
神
宮
の
屋
根
も
か
や

の
下
に
銅
板
を
葺
い
て
い

る
の
で
や
っ
と
こ
十
年
持

つ
ぐ
ら
い
と
言
う
。

、
瓦
は
西
暦
五
八
八
年
に

製
造
さ
れ
た
記
録
が
あ
り

千
四
百
年
へ
た
現
在
で
も
立

派
に
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。

う
し
室
ど

岡
山
県
瀬
戸
内
の
牛
窓

に
あ
る
本
蓮
寺
は
昭
和
三

十
四
年
に
解
体
修
理
を
し

た
、
そ
の
時
発
見
さ
れ
た

千
年
ぐ
ら
い
持
つ
で
あ
ろ

う
と
言
わ
れ
た
。

法
隆
寺
は
安
政
か
ら
百

年
目
ぐ
い
の
昭
和
７
～
弘

年
に
大
修
理
が
行
わ
れ
た
。

ひ
わ
だ

桧
皮
葺
き
は
京
都
の
清

水
寺
が
明
治
三
十
六
年
に

葺
き
替
え
た
後
昭
和
四
十

二
年
に
六
十
四
年
ぶ
り
に

葺
き
替
え
て
い
る
長
野
の

善
光
寺
も
六
十
年
ぐ
ら
い

で
葺
き
替
え
て
い
る
桧
皮

は
六
十
年
ぐ
ら
い
は
持
つ

よ
う
で
あ
る
。

重
要
文
化
財
の
日
光
東

照
宮
は
最
初
桧
皮
葺
き
で

あ
っ
た
が
西
暦
一
六
五
四

年
に
銅
板
に
葺
き
替
え
ら

れ
た
後
、
明
治
の
始
め
に

大
修
理
を
し
て
い
る
の
で

二
百
年
ぐ
ら
い
持
っ
て
い

る
。
お
か
り
殿
は
一
七
九

五
年
に
銅
瓦
に
改
修
そ
の

後
一
九
八
○
年
に
屋
根
の

葺
き
替
え
を
行
っ
て
い
る
。

一
八
五
年
位
た
っ
て
い
る

の
で
そ
れ
く
ら
い
が
寿
命

の
よ
う
だ
と
銅
板
屋
根
の

寿
命
に
つ
い
て
一
時
間
の

銅板屋根葺き工法

愛

板金

計
を
し
て
い
る
事
か
ら
昭

和
の
解
体
大
修
理
が
行
わ

れ
た
時
に
井
上
説
子
女
史

も
参
加
し
て
い
ろ
い
ろ
勉

強
さ
れ
て
銅
板
葺
き
に
は

次
の
よ
う
な
短
所
が
あ
り

ど
の
よ
う
に
克
服
す
る
か

が
課
題
で
あ
る
と
指
摘
さ

れ
た
①
緑
青
色
の
美
し
い

屋
根
に
な
っ
た
時
に
葺
き

替
え
の
時
期
を
迎
え
る
こ

と
が
多
い
。
②
葺
き
替
え

の
際
瓦
葺
き
の
場
合
よ
り
、

野
地
板
の
取
り
替
え
な
ど

が
大
掛
か
り
な
工
事
に
な

る
例
が
多
い
。
③
熱
伝
導

が
良
す
ぎ
て
、
断
熱
性
、

結
露
が
問
題
に
な
る
。
．
④

野
地
の
仕
事
の
程
度
が
銅

板
葺
き
の
仕
上
が
り
に
及

ぼ
す
影
響
が
大
き
い
。
瓦

葺
き
の
よ
う
に
葺
き
師
に

任
せ
る
わ
け
に
行
か
な
い
。

⑤
手
加
工
、
熟
練
工
作
業

に
頼
る
部
分
の
仕
事
が
多

い
。
⑥
重
厚
感
を
表
現
し

に
く
い
。
以
上
の
よ
う
な

こ
と
が
銅
板
屋
根
に
は
短

所
で
あ
り
絶
え
ず
瓦
と
比

較
さ
れ
る
と
講
演
さ
れ
た

同
じ
く
伊
藤
平
左
ヱ
門
事

務
所
か
ら
望
月
義
信
氏
が

屋
根
葺
き
工
具
を
色
々
持

参
さ
れ
工
具
を
見
せ
な
が

ら
屋
根
葺
き
の
工
法
に
ふ

れ
茅
葺
き
は
縫
う
法
柿
葺

き
は
打
っ
て
止
め
る
方
法
、

瓦
葺
き
は
成
形
し
て
置
く

方
法
と
語
ら
れ
た
ま
た
銅

板
屋
根
は
五
○
年
ぐ
ら
い

が
寿
命
だ
と
思
え
る
が
百

年
位
に
し
て
ほ
し
い
と
要

望
さ
れ
た
最
後
に
㈱
小
野

工
業
所
の
斉
木
益
栄
氏
が

演
壇
に
立
た
れ
た
。
小
野

工
業
は
年
間
大
小
含
め
て

百
件
ぐ
ら
い
の
銅
屋
根
を

施
工
し
て
い
る
。
多
く
の

施
工
実
績
か
ら
銅
屋
根
の

歩
掛
か
り
に
つ
い
て
講
演

さ
れ
た
。
参
考
に
○
・
四

ｔ
の
銅
板
で
三
○
○
平
米

を
基
準
に
四
シ
切
り
で
葺

く
場
合
尺
二
定
尺
１
㎡
五

枚
使
用
加
工
は
○
・
○
九

人
工
取
り
付
け
は
○
・
一

○
人
工
合
計
で
一
平
米
葺

く
の
に
○
・
一
九
人
工
掛

か
る
一
人
工
は
三
万
円
で

計
算
す
る
吊
り
子
運
搬
費

に
経
費
妬
％
を
加
え
て
㎡

単
価
一
万
三
千
円
で
見
積

も
り
を
提
出
し
て
い
る
役

物
は
別
途
見
積
も
り
。

講
演
が
終
わ
っ
た
後
質

疑
応
答
が
あ
り
会
場
か
ら

銅
屋
根
の
伸
縮
の
取
り
方

の
質
問
が
あ
っ
た
。
銅
屋

根
は
屋
根
の
面
積
に
も
よ

る
が
、
葺
き
板
五
ｍ
に
最

低
一
ヶ
所
は
伸
縮
継
手
を

入
れ
る
よ
う
解
答
さ
れ
た

酸
性
雨
に
つ
い
て
も
質
問

が
あ
っ
た
が
今
の
と
こ
ろ

対
策
が
な
く
銅
セ
ン
タ
ー

で
も
現
在
研
究
し
て
い
る

の
で
今
後
の
研
究
を
待
つ

ほ
か
に
な
い
と
の
こ
と
。

予
定
時
間
を
少
し
オ
ー

バ
ー
し
て
五
時
二
十
分
に

終
了
し
た
。

報
告
鷲
見

基
調
講
演
を
さ
れ
た
。

次
に
伽
建
築
研
究
協
会

の
工
学
博
士
の
大
森
健
二

先
生
講
演
で
お
寺
の
本
堂

の
屋
根
は
長
く
持
た
せ
た

い
と
い
う
事
で
瓦
葺
き
が

多
い
と
言
わ
れ
る
が
滋
賀

県
の
湖
東
三
山
の
西
明
寺

・
金
剛
輪
寺
・
百
済
寺
の

こ
け
ら

本
堂
は
す
べ
て
柿
葺
き

で
あ
る
。
大
徳
寺
や
妙
心

寺
の
屋
根
は
柿
葺
き
で
あ

り
庫
裡
は
瓦
葺
き
で
あ
っ

た
も
の
が
最
近
柿
葺
き
に

葺
き
替
え
ら
れ
て
い
る
。

社
寺
の
屋
根
の
銅
板
本

瓦
葺
き
は
日
光
東
照
宮
が

桧
皮
葺
き
か
ら
銅
板
本
瓦

葺
き
に
変
わ
っ
て
い
っ
た

の
が
全
国
に
あ
る
東
照
宮

に
広
ま
り
そ
の
影
響
で
は

な
い
か
と
語
ら
れ
た
。

今
里
隆
氏
は
東
京
大

田
区
に
あ
る
池
上
本
門
寺

を
設
計
監
理
さ
れ
た
立
場

か
ら
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て

屋
根
な
ど
の
ラ
イ
ン
の
美

し
さ
を
出
す
の
に
苦
労
し

た
こ
と
を
話
さ
れ
た
。

次
に
伊
藤
平
左
ヱ
門
建

築
設
計
事
務
所
は
現
在
十

二
代
目
で
四
百
年
続
い
て

い
る
建
築
設
計
事
務
所
で

あ
る
こ
の
事
務
所
の
女
性

建
築
士
井
上
説
子
氏
の
講

演
が
あ
っ
た
。
伊
藤
平
左

ヱ
門
建
築
事
務
所
は
靖
国

神
社
が
明
治
五
年
に
本
殿

を
造
営
し
た
と
き
当
時
宮

大
工
で
あ
っ
た
伊
藤
平
左

ヱ
門
九
代
目
が
本
殿
の
設



平
成
七
年
度
尾
張
板
金
連
合
会
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結
果
報
告

で
し
た
。
両
君
は
５
月
叫

日
、
滋
賀
県
大
津
市
『
大

津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
』
で

開
催
さ
れ
る
第
岨
回
全
国

建
築
板
金
業
者
滋
賀
大
会

に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
『
建
築
技
術
の

部
』
に
出
場
し
た
東
三
支

部
の
河
田
雅
彦
君
が
叩
位

（
全
板
青
年
部
長
表
彰
）
入

賞
さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
く

東
三
支
部
の
藤
井
秀
幸
君

は
健
闘
さ
れ
ま
し
た
が
ｕ

位
～
皿
位
枠
で
あ
っ
た
と

い
う
報
告
が
在
り
ま
し
た
。

豊
田
松
井

去
る
３
月
羽
日
（
土
）
豊

田
板
金
工
業
組
合
青
年
部

の
平
成
７
年
度
（
第
出
回
）

定
時
総
会
が
豊
田
市
久
保

町
の
料
亭
『
ち
か
ら
』
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
親
組
合
よ
り

藤
井
副
組
合
長
、
問
屋
さ

ん
（
横
山
興
業
様
）
よ
り
２

名
の
出
席
を
、
い
た
だ
き

開
会
し
ま
し
た
。
議
長
に

椎
山
泰
弘
氏
を
選
出
し
た

後
、
議
案
審
議
に
入
り
事

業
報
告
、
会
計
報
告
等
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
役
員
改
選
が
審
議
さ
れ
、

現
副
部
長
の
奥
田
憩
君
が

部
長
に
会
計
の
杉
本
忍
君

月
全
板
大
会
で
の
再
会
を

約
束
し
な
が
ら
帰
途
に
つ

い
た
。

西
春
井
藤

平
成
８
年
２
月
羽
日
、

別
日
の
両
日
茨
城
県
水
戸

市
の
『
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ

ジ
茨
城
』
に
於
い
て
開
催

さ
れ
た
第
凪
回
全
国
建
築

板
金
競
技
大
会
の
『
技
能

競
技
の
部
』
で
本
県
代
表

と
し
て
出
場
し
た
、
岡
崎

支
部
の
朝
岡
昇
君
が
第

２
位
（
労
働
賞
職
業
能

力
開
発
局
長
賞
）
、
同
じ

く
岡
崎
支
部
の
宇
野
賢

君
が
第
４
位
（
水
戸
市
長

賞
）
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

全
参
加
組
合
別
組
合
、
全

参
加
選
手
羽
名
中
の
快
挙

じ
様
に
届
出
し
て
く
だ

さ
い
。
（
増
資
で
株
式
会
社
を

維
持
し
た
場
合
は
届
出

の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
）な
お
、
５
月
末
日
に

登
記
申
請
を
し
な
か
っ

た
場
合
は
、
６
月
１
日

付
で
解
散
し
た
も
の
と

み
な
さ
れ
登
記
官
の
職

権
で
解
散
登
記
が
行
わ

れ
ま
す
。

～
．
～
．
～

３
．
解
散
と
な
っ
た
後

６
月
１
日
付
を
も
っ
て
、

解
散
と
み
な
さ
れ
職
権
登

記
さ
れ
た
組
合
員
は
、
組

合
員
資
格
の
喪
失
に
よ
り
、

法
定
脱
退
と
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
会
社
存
続
の

手
続
き
を
行
い
、
法
人
継

続
の
登
記
申
請
（
み
な
し

解
散
か
ら
３
年
以
内
）
が

受
理
さ
れ
た
場
合
で
も
従

来
加
入
し
て
い
た
組
合
に

加
入
す
る
場
合
は
、
新
規

加
入
の
扱
い
と
な
り
ま
す
。

詳
細
は
組
合
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

豊
田
板
金
工
業
組
合
青
年
部

第
把
回
全
国
建
築
板
金
競
技
大
会

定
時
総
会
を
開
催

総
会
開
催

平
成
七
年
度
尾
張
板
金

連
合
会
総
会
が
３
月
Ⅲ
日

（
日
）
西
春
文
化
勤
労
会

館
に
於
て
、
組
合
員
多
数

の
出
席
を
得
て
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

例
年
に
な
く
寒
さ
も
一
段

と
厳
し
く
連
日
の
雪
降
り

と
あ
っ
て
我
々
屋
外
の
作

業
現
場
が
多
く
て
毎
日
の

仕
事
も
予
定
通
り
進
ま
ず

早
く
暖
か
く
な
る
日
々
が

待
ち
ど
う
し
い
近
頃
．
：
…

県
板
平
野
理
事
長
を
お
迎

え
し
て
午
前
皿
時
、
滝
氏

の
司
会
に
て
開
会
し
た
。

去
年
度
組
合
員
二
名
の
方

が
逝
去
さ
れ
冥
福
を
祈
り

黙
祷
に
続
き
議
事
に
入
り

ま
し
た
。

連
合
会
細
野
会
長
よ
り

日
頃
は
連
合
会
の
運
営
に

格
別
の
ご
協
力
を
賜
る
と

共
に
多
数
の
行
事
に
積
極

的
に
参
加
し
て
頂
き
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
板
金
工
事
等
に
お
い

て
も
国
内
全
般
的
に
景
気

も
あ
か
ら
ず
厳
し
い
仕
事

量
確
保
の
日
々
で
す
が
、

組
合
員
相
互
の
協
力
を
え

て
助
け
合
っ
て
の
り
き
る

し
か
な
い
…
…
と
挨
拶
さ

れ
つ
づ
い
て
議
事
に
入
り

第
一
号
議
案

平
成
七
年
度
事
業
報
告

第
二
号
議
案

愛

活
動
を
見
て
参
考
に
す
る

会
場
に
出
品
展
示
さ
れ
て

い
る
板
金
工
具
、
機
械
等

を
見
て
新
し
い
施
工
方
法

を
取
り
入
る
、
北
国
・
南

国
と
施
工
方
法
も
地
域
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
の

で
参
考
に
す
る
。

問
屋
・
メ
ー
カ
ー
各
社

の
協
力
を
得
て
青
年
部
を

対
象
に
す
る
情
報
社
会
を

生
き
ぬ
く
為
に
勉
強
会
を

行
い
、
討
論
会
等
を
開
催

し
て
若
い
人
達
の
育
成
を

図
る
今
年
度
は
全
板
大
会

（
滋
賀
）
が
５
月
に
開
催

さ
れ
全
板
連
創
立
帥
周
年

日
板
協
創
立
妬
周
年
記
念

大
会
で
も
あ
り
、
通
産
省

建
設
省
の
方
々
を
交
え
て

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・

講
演
・
討
論
会
等
か
ら
予

定
さ
れ
て
お
り
、
尾
張
地

域
か
ら
も
多
数
の
参
加
者

を
願
い
今
後
の
建
築
板
金

業
界
に
対
し
て
多
大
な
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
と
…

愛
板
新
聞
第
三
○
二
号
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
「
最
低

資
本
制
度
の
適
用
猶
予
期

間
」
の
満
了
期
限
が
追
っ

て
い
ま
す
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
栗
本
氏
の
閉
会

の
辞
に
よ
り
総
会
終
了
後

会
場
を
移
し
て
懇
親
会
に

入
っ
た
。

厳
し
い
現
状
で
は
や
は

り
話
題
は
仕
事
の
話
と
な

り
色
々
な
苦
労
話
し
が
出

る
な
か
酒
の
助
け
も
あ
っ

て
か
家
族
（
子
供
の
成
長

が
副
部
長
に
就
任
し
、
杉

浦
一
義
君
が
新
た
に
会
計

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
２
名
の
新
入
会
員
が

紹
介
さ
れ
部
員
数
は
理
名

と
な
り
ま
し
た
。
平
成
８

年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
、

愛
知
県
職
業
訓
練
指
導
員

試
験
の
受
験
、
新
入
会
員

の
加
入
促
進
、
西
三
ブ

ロ
ッ
ク
成
人
訓
練
へ
の
参

加
、
親
睦
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
の
開
催
な
ど
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
、

懇
親
会
に
移
り
和
や
か
な

う
ち
に
、
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

豊
田
松
井

最
低
資
本
金
制
度
で
組
織
変
更
し
た

組
合
員
は
、
組
合
へ
届
出
し
て
下
さ
い

と
孫
の
話
し
と
な
る
と
顔

も
ゆ
る
み
は
じ
め
良
き
ジ

イ
チ
ャ
ン
の
姿
が
微
笑
ま

し
く
映
っ
て
き
た
（
年
令

か
な
）
宴
華
や
な
な
項
５

収
支
決
算
報
告

第
三
号
議
案

平
成
八
年
度
事
業
計
画

（
案
）
が
発
表
さ
れ
た
。

事
業
計
画

①
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

②
事
業
所
の
見
学
研
修
会

③
ゴ
ル
フ
大
会

④
役
員
会
四
回
以
上
会
催

す
る
。

続
い
て
収
支
予
算
案
が
紹

介
さ
れ
可
決
さ
れ
た
。

第
四
号
議
案
そ
の
他

組
合
員
か
ら
尾
張
地
区
に

お
け
る
青
年
部
の
活
動
が

乏
し
く
現
在
青
年
部
の
あ

る
支
部
は
、
西
春
・
一
宮

の
二
支
部
し
か
な
く
他
の

八
支
部
は
な
く
今
後
組
合

組
織
を
背
お
う
若
い
人
達

の
育
成
と
地
域
に
お
け
る

若
い
人
達
の
会
合
の
場
、

親
睦
を
目
的
と
し
て
早
い

時
期
に
青
年
部
を
作
り
夢

と
希
望
の
も
て
る
板
金
業

界
を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
と

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

以
上
で
議
題
の
す
べ
て

を
承
認
可
決
さ
れ
た
。

議
事
終
了
後
、
多
忙
の

な
か
出
席
を
願
っ
た
県
板

平
野
理
事
長
よ
り
挨
拶
を

い
た
だ
き
青
年
部
活
動
に

対
し
て
は
地
域
に
あ
っ
た

事
業
を
す
る
。
例
え
ば
、

勉
強
会
（
全
板
大
会
に
積

極
的
に
参
加
し
他
の
県
の

組
合
員
は
、
組
〈

１
．
法
人
の
組
織
を
変
更
し

た
場
合
組
織
変
更
に
よ
る
、
名

称
変
更
届
を
提
出
。

２
．
法
人
か
ら
個
人
事
業
者

に
な
っ
た
場
合

法
人
の
脱
退
届
（
法
定

脱
退
）
と
個
人
事
業
者
と

し
て
の
加
入
申
込
書
の
提

出
。

参
考
１
．
組
合
へ
前
記
の
届
が

提
出
さ
れ
た
時
点
で
、

組
合
員
の
権
利
義
務
の

継
承
は
な
さ
れ
ま
す
。

２
．
株
式
会
社
、
有
限
会

社
が
、
そ
れ
ぞ
れ
最
低

資
本
金
を
確
保
出
来
な

か
っ
た
場
合
は
、
最
低

資
本
金
制
度
導
入
の
猶

予
期
間
（
平
成
８
年
３

月
皿
日
）
が
終
了
し
、

４
月
１
日
（
予
定
）
に

「
解
散
を
行
う
」
と
い

う
官
報
掲
載
が
さ
れ
ま

す
。
但
し
、
４
月
１
日
か

ら
５
月
皿
日
ま
で
に
増

資
ま
た
は
組
織
変
更
の

登
記
が
行
わ
れ
た
場
合

は
、
前
述
の
１
．
と
同
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霧

知
多
支
部
は
去
る
３
月

Ⅳ
日
（
日
）
に
、
エ
ス
ペ
ラ

ン
ス
丸
山
（
阿
久
比
町
内
）

に
於
い
て
、
定
例
総
会
を

開
催
、
午
前
皿
時
に
ス

タ
ー
ト
し
、
当
日
は
早
朝

よ
り
強
い
雨
・
風
に
見
舞

わ
れ
心
配
さ
れ
て
い
た
が
、

日
曜
日
と
も
あ
れ
、
開
会

時
に
は
多
く
の
参
加
者
で
、

会
場
も
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

今
回
は
役
員
改
選
も
な

く
、
上
程
さ
れ
た
議
案
も

ご
理
解
の
も
と
、
採
決
を

頂
き
担
当
役
員
も
安
堵
の

根
を
１
．
総
会
に
は
数
多
く
の
御

来
賓
の
ご
出
席
を
頂
き
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

先
づ
は
、
地
元
出
身
で
、

大
い
に
活
躍
さ
れ
て
お
ら

れ
る
、
衆
議
院
議
員
の
久

野
統
一
郎
先
生
を
初
め
、

県
板
事
務
局
か
ら
は
平
野

理
事
長
、
北
出
主
査
を
混

え
、
商
社
、
問
屋
、
塩
ビ

３
社
な
ど
多
数
の
方
々
の

ご
出
席
を
頂
き
、
併
せ
て

ご
祝
辞
を
頂
戴
し
、
尚
一

層
の
盛
上
り
で
和
ら
い
だ

雰
囲
気
と
な
っ
た
。

今
回
は
支
部
役
員
の
諮

ら
い
で
、
機
械
工
具
メ
ー

カ
ー
の
展
示
即
売
も
試
み

鍛留

支
部
だ
よ
り

ｒ
１
Ｆ
、
ｆ
、
β
や
ク
．
、
ｆ
ｑ
Ｊ
，
ｂ
Ｊ
ｂ
Ｊ
，
１
Ｆ
．
、
ｆ
、
Ｆ
、
ｐ
、
ｆ
ｂ
Ｊ
■
Ｊ
ｂ
Ｆ
９
Ｊ
ｂ
Ｊ

平
成
７
年
度

「
知
多
支
部総
会
開
催
さ
る
」

夢

事
業
が
で
き

な
い
。
愛
板

の
協
力
を
得

て
、
四
月
一

長
日
よ
り
ス

部
ダ
ー
ト
す
る
。

支
従
業
員
表
彰

友
を
八
年
度
か

大
ら
五
年
以
上

に
す
る
。
九

月
に
研
修
会

を
や
り
た
い
。

又
、
全
板
大

､ヨーヨー二間里

工
事
料
不
足
の
中
で
す
が
、

我
々
板
金
業
界
は
、
伝
統

に
培
わ
れ
た
技
能
集
団
で

あ
る
が
、
今
こ
そ
組
合
員

一
致
団
結
し
保
証
制
度
を

前
面
に
打
出
し
、
こ
れ
か

ら
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

・
優
良
従
業
員
表
彰
６
名

・
議
長
選
出

新
城
の
馬
場
さ
ん
が
選
ば

れ
議
事
に
入
る
。

・
一
号
議
案

平
成
７
年
度
事
業
報
告

・
二
号
議
案

平
成
七
年
度
会
計
報
告

及
び
会
計
監
査
報
告

・
三
号
議
案

平
成
八
年
度
役
員
選
考

全
役
員
再
選

・
四
号
議
案

平
成
八
年
度
事
業
計
画

案大
友
支
部
長
よ
り
、
東
三

支
部
は
団
体
加
入
で
あ
り
、

個
人
加
入
で
な
い
と
保
証

知
多
支
部
青

年
部
総
会
が
去

る
３
月
晦
日
に

開
催
さ
れ
、
今

回
は
役
員
改
選

が
行
わ
れ
、
次

の
方
々
が
就
任

証
制
を
活
用
し
て
ほ
し
い
ｃ

・
七
号
議
案

質
疑
応
答

活
発
な
意
見
が
と
び
か
う
。

総
会
終
了
と
馬
場
さ
ん
、

大
任
を
は
た
さ
れ
、
ホ
ッ

と
し
た
様
子
。
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

・
来
賓
挨
拶

平
野
理
事
長
の
挨
拶
の

中
で
二
番
勉
強
し
て
い

る
の
は
問
屋
さ
ん
、
我
々

も
、
も
っ
と
勉
強
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
情
報
を

先
取
り
し
て
栄
え
よ
う

じ
ゃ
な
い
か
」
と
耳
の
痛

い
こ
と
で
あ
る
。

理
事
長
の
言
わ
れ
る
よ

う
に
我
々
は
今
ま
で
技
術

に
お
ぼ
れ
、
仕
事
は
向
こ

う
か
ら
や
っ
て
く
る
も
の
、

営
業
な
ん
て
職
人
が
で
き

る
か
と
い
う
、
オ
ゴ
リ
が

な
か
っ
た
か
、
し
か
し
回

り
を
見
ま
わ
せ
ば
、
異
業

議譲蕊露 蕊鍵篭識

鴬
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§

会
は
愛
板
と
行
動
を
共

に
し
、
多
く
の
御
出
席

を
お
願
い
し
た
い
。

・
五
号
議
案

平
成
八
年
度
予
算
案

・
六
号
議
案

愛
知
県
板
金
工
業
組

合
報
告

早
川
専
務
理
事
よ
り
、

フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
の

件
、
保
証
制
度
の
件
、

特
に
官
庁
か
ら
、
保
証

書
を
出
す
よ
う
に
言
わ

れ
る
。
こ
れ
か
ら
は
、

民
間
も
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
そ
の
為
に
保

鱗
11穂 さ

れ
ま
し
た
の
で
報
告
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

部
長
榊
原
弘
氏

副
部
長
沼
津
恒
一
郎
氏

今
後
の
尚
一
層
の
活
躍
を

期
待
す
る
も
の
で
す
。
沼
津

諺謬聯1--
と竺嬢；－－

灘.鰯風
餌

が

３
月
Ⅳ
日
豊
橋
「
高

千
穂
会
館
」
に
て
、
３
時

よ
り
総
会
が
行
な
わ
れ
た
。

今
年
度
は
、
愛
板
よ
り
平

野
理
事
長
、
早
川
専
務
理

事
、
問
屋
の
代
表
の
方
、

又
、
建
通
新
聞
か
ら
の
取

材
の
記
者
も
招
い
て
の
総

会
で
あ
る
。

今
年
か
ら
、
定
期
総
会

を
通
常
総
会
と
し
、
優
良

従
業
員
表
彰
、
組
合
員
又

は
、
ご
家
族
の
御
不
幸
の

為
、
黙
祷
を
し
、
今
ま
で

に
な
い
総
会
に
し
よ
う
と

い
う
三
役
の
意
気
込
み
で

あ
る
。
宮
下
副
支
部
長
の

司
会
に
よ
り
、
来
賓
紹
介
、

脇
坂
副
支
部
長
の
開
会
宣

言
に
て
は
じ
ま
る
。

・
黙
祷

・
大
友
支
部
長
挨
拶

景
気
は
回
復
す
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た

が
回
復
せ
ず
、
単
価
安
、

ljii議
興顎鶴､‘

愛

種
の
参
入
が
著
し
く
、
仕

事
料
不
足
、
単
価
安
で
個

人
の
努
力
だ
け
で
は
ど
う

に
も
な
ら
な
い
と
こ
ろ
ま

で
き
て
る
。
こ
れ
だ
け
急

激
な
変
り
よ
う
は
今
ま
で

か
つ
て
な
か
っ
た
。
こ
れ

か
ら
は
も
っ
と
、
高
齢
化

情
報
不
足
、
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
等
と
い
う
「
ふ
る
い
」

の
網
の
目
は
だ
ん
だ
ん
大

き
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
、

生
き
残
る
為
に
勉
強
、
情

報
収
集
、
横
の
つ
な
が
り

等
、
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
、
も
う
「
俺
が
、
お
前

が
」
と
い
う
時
代
で
は
な

い
の
だ
。
組
合
の
あ
り
方

も
変
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

変
化
に
対
応
す
る
為
、
結

果
報
告
だ
け
の
組
合
で
は

す
ま
さ
れ
な
く
な
る
だ
ろ

う
。
今
一
度
原
点
に
戻
る

事
を
願
っ
て
や
ま
な
い
・

東
三
吉
田

蕊

平
成
７
年
度東
三
支
部
総
会

優良従業員表彰者

蕊蕊蕊識¥評
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平成7年度東三板金工業組合通常総会
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愛

岨
日
青
年
部
役
員
会

羽
日
青
年
部
第
出
回

総
会
肥
名

西
尾
支
部

肥
日
コ
ー
キ
ン
グ
材

共
同
購
入
訂
事
業

所
二
二
七
二
本

幡
豆
支
部

理
日
支
部
総
会
調
名

珊
日
青
年
部
総
会

旧
名

知
多
支
部

２
日
第
４
回
役
員
会

及
び
反
省
会
訓
名

過
日
会
計
監
査
会

妬
日
青
年
部
総
会

Ⅳ
日
支
部
総
会
帥
名

東
三
支
部

２
日
支
部
定
例
会

５
日
支
部
三
役
会

７
日
会
計
監
査

週
日
支
部
三
役
会

Ⅳ
日
支
部
総
会
和
名

濁
日
青
年
部
総
会

別
名

調
日
支
部
三
役
会

帥
日
新
旧
役
員
会

さ
る
、
３
月
別
日
市
内

の
江
美
会
館
に
お
い
て
、

平
成
７
年
度
の
一
宮
板
金

組
合
の
、
総
会
が
午
前
皿

時
半
よ
り
行
わ
れ
た
。

例
年
に
従
い
会
計
報
告

と
事
業
報
告
が
説
明
さ
れ

た
が
速
や
か
に
承
認
さ
れ

た
。
ま
た
、
組
合
長
他
役

員
の
任
期
満
了
に
伴
い
改

選
の
件
に
つ
い
て
は
、
前

組
合
長
の
根
ま
わ
し
の
良

さ
の
結
果
、
推
薦
で
、
新

組
合
長
に
平
松
聖
之
氏
、

副
に
湯
浅
信
明
氏
、
会
計

に
平
田
仁
氏
、
監
査
役
に
、

土
田
和
彦
氏
が
選
ば
れ
た
。

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

約
１
時
間
半
ほ
ど
で
す
べ

て
の
議
題
が
承
認
さ
れ
終

了
し
た
。

一
宮
板
金
組
合
も
昨
年

組
合
費
の
値
上
げ
を
行
い

多
く
な
っ
た
他
の
組
合
や
、

事
業
へ
の
役
員
の
経
費
も

満
足
で
は
無
い
が
出
せ
る

よ
う
に
な
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
合
か
ら
自
立
を
目
指

●

一
宮
板
金
組
合
総
会
開
催

－
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

支
部
だ
よ
り

ｑ
平
松
組
合
長

姿

蟻;。_趣'‘嬢

全国にさきがけ

志知商店を軸に
会員制で発足

占空■

し
て
い
る
。

正
午
過
ぎ
か
ら
席
を
移

し
、
愛
板
の
平
野
理
事
長

を
お
迎
え
し
て
、
酒
と
肴

と
カ
ラ
オ
ケ
の
親
睦
会
が

行
わ
れ
た
。

平
野
理
事
長
は
、
挨
拶

の
中
で
、
板
金
業
界
の
現

状
と
今
後
の
事
業
内
容
の

推
移
や
、
労
働
環
境
の
改

善
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

応
用
例
な
ど
帥
分
の
話
の

中
で
、
後
継
者
問
題
に
ふ

れ
、
他
業
種
に
比
べ
板
金

業
に
お
い
て
は
比
較
的
に

育
ち
や
す
い
環
境
に
あ
り

現
実
と
な
っ
て
い
る
が
、

親
は
親
、
子
は
子
、
と
い

う
世
相
の
時
代
に
、
親
が

築
い
た
財
産
（
信
用
、
得

意
な
ど
）
は
親
か
ら
そ
っ

く
り
譲
る
の
で
は
な
く
そ

の
代
償
は
子
供
か
ら
貰
い
、

老
後
の
豊
か
さ
を
作
る
の

が
望
ま
し
い
、
と
話
さ
れ

た
が
、
な
る
ほ
ど
と
感
銘

し
た
。中
年
以
降
の
組
合
員
の

多
く
は
、
体
一
つ
か
ら
現

在
の
地
位
を
築
き
、
ま
た
、

こ
れ
か
ら
、
独
立
し
よ
う

と
い
う
若
者
も
い
る
こ
と

を
考
え
れ
ば
そ
れ
程
み
ず

く
さ
い
考
え
で
は
な
い
と

田
管
つ
０

．●■、ﾛロ
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蒲
編
集
後
記

春
三
月
は
別
れ
と
巣
立

ち
の
時
、
そ
し
て
間
も
な

く
訪
れ
る
出
会
い
の
四
月
。

別
れ
は
悲
し
い
、
し
か
し

こ
の
時
期
の
悲
し
み
は
直

ぐ
に
喜
び
に
変
わ
る
希
望

の
季
節
で
も
あ
る
。
小
学

生
か
ら
大
学
生
、
企
業
戦

士
ま
で
ピ
カ
ピ
カ
の
初
々

し
い
一
年
生
た
ち
。

次
世
代
を
担
う
此
の

ホ
ー
プ
達
が
中
心
に
な
っ

て
活
躍
す
る
二
十
一
世
紀

は
目
の
前
に
来
て
い
る
。

そ
の
時
、
日
本
の
社
会

機
構
は
ど
の
様
に
進
展
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
軸
に
し
た

情
報
化
社
会
に
発
展
し
て

行
く
こ
と
は
間
連
無
い
。

そ
し
て
各
家
庭
ま
で
端
末

機
が
設
置
さ
れ
、
ど
ん
な

辺
ぴ
な
所
に
居
て
も
世
界

中
の
情
報
デ
ー
タ
ー
が
得

ら
れ
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

は
益
々
広
が
り
を
見
せ
る

だ
ろ
う
し
、
家
庭
生
活
に

お
け
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に

も
利
用
さ
れ
て
一
般
化
さ

れ
て
行
く
と
思
わ
れ
る
。

板
金
業
界
の
ホ
ー
プ
達

も
そ
れ
に
乗
遅
れ
な
い
よ

う
板
金
技
術
の
修
練
と
共

に
日
々
の
情
報
研
修
が
繁

栄
に
つ
な
ぐ
課
題
で
あ
る
。

三
月
二
十
八
日
嗣
晴

一
一
一
○
四
号
編
集
会
議

委
員
六
名
出
席

午
後
五
時
終
了
③

事
と
思
う
が
、
廃
材
処
理

に
つ
い
て
、
岐
阜
県
笠
松

町
㈱
志
知
八
郎
商
店
社
長

志
知
八
郎
氏
の
発
案
で
会

員
を
募
り
会
費
で
運
営
を

は
か
り
近
じ
か
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

処
理
方
法
は
、
問
屋
さ

ん
の
工
場
に
廃
材
置
き
場

を
設
け
、
会
員
が
直
接
運

搬
す
る
の
と
、
問
屋
さ
ん

が
配
達
の
帰
り
の
空
車
を

”
売
る
問
屋
か
ら
、

集
め
る
問
屋
に
“

最
近
に
な
っ
て
、
産
業

廃
棄
物
の
問
題
が
厳
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
塩

ビ
製
品
が
建
築
物
に
も
広

く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
久
し
く
取
替
え
の

時
期
を
む
か
え
板
金
屋
さ

ん
も
、
波
板
、
雨
ど
い
の

廃
材
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る

〃塩ビ製品の廃材処理〃

窃
月
各
支
部
の
動
き

■
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尽戸マーーベ戸気宛Ｂ
１
１
１
１

利
用
し
て
板
金
や
さ
ん
か

ら
引
取
る
方
法
を
検
討
中

と
の
事
で
す
。

ま
た
、
そ
の
後
の
処
理

に
お
い
て
は
処
理
工
場
と

の
契
約
に
よ
り
処
分
を
お

願
い
す
る
そ
う
で
す
。

会
費
に
つ
い
て
も
、
営

業
目
的
で
は
無
い
の
で
、

処
理
費
用
と
経
費
を
実
費

と
し
た
い
の
で
例
の
無
い

運
営
の
た
め
見
当
つ
か
な

い
の
で
随
時
修
正
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
、

志
知
八
郎
社
長
は
説
明
さ

れ
た
。現
在
ま
で
の
廃
材
処
理

は
、
板
金
や
さ
ん
各
自
に

お
い
て
、
大
き
な
現
場
で

は
現
場
備
え
付
け
の
ボ
ッ

ク
ス
に
捨
て
元
請
が
処
理

す
る
と
か
、
お
客
さ
ん
に

家
庭
ゴ
ミ
と
し
て
処
理
し

て
も
ら
う
と
か
、
処
理
業

者
に
１
ト
ン
５
万
円
位
で

引
取
っ
て
も
ら
う
方
法
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
個
人

住
宅
の
取
替
え
工
事
で
は
、

量
が
少
な
く
割
高
な
こ
と

と
、
作
業
を
終
え
て
か
ら

で
は
時
間
的
に
処
理
業
者

が
営
業
し
て
な
い
こ
と
、

自
宅
に
持
ち
帰
っ
て
も
か

一一一一E§

昭
和
支
部

８
日
支
部
月
例
会

緑
支
部
健
康
保
険
更
新

と
中
間
集
会

中
川
港
支
部

恥
日
研
修
旅
行
の
件

保
健
証
更
新

尾
張
板
金
連
合
会

皿
日
総
会
西
春
文

化
セ
ン
タ
ー

一
宮
支
部

旧
日
青
年
部
例
会

型
日
支
部
総
会

春
日
井
支
部

８
日
定
例
会
合

配
日
定
例
役
員
会

小
牧
支
部

、
日
尾
張
連
合
会
総

会
出
席
３
名

津
島
支
部

５
日
定
例
会
妬
名

新
旧
役
員
交
替
会

犬
山
支
部

２
．
３
日
支
部
旅
行

下
呂
温
泉
型
名

豊
田
支
部

胆
日
第
９
回
役
員
会

識鍵
皇虫．、

さ
ば
っ
て
置
き
場
も
な
い

な
ど
悩
み
の
種
で
あ
っ
た
。

個
人
、
個
人
で
は
廃
材

の
量
に
格
差
が
あ
り
難
し

い
問
題
だ
が
理
解
あ
る
集

団
な
ら
志
知
商
店
の
協
力

で
解
決
し
板
金
業
界
の
手
本

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

志
知
社
長
は
、
こ
の
事

業
が
軌
道
に
の
れ
ば
第
２

の
計
画
と
し
て
窯
業
系
廃

ぐ
志
知
社
長

材
も
実
施
し
た
い
と
意
欲
的

に
考
え
て
お
ら
れ
る
よ
う
だ
。

懲雷；
胡 可


